
週 内容 小単元（節） 主な学習内容（項目） 時間数 留意点

※空欄は通常の年間指導計画の時間数で対応。

1 （１）ア スーパーマーケットから現代社会を見てみよう

①グローバル化―結び付きを深める世界

②情報化―情報が変える社会の仕組み

③少子高齢化―変わる人口構成と家族

3時間 ④持続可能な社会に向け 1

2 ①私たちの生活と文化の役割 

②暮らしに生きる伝統文化

③多文化共生を目指して 1

2時間 ［深めよう］伝統文化の継承と私たち 家庭 ・具体的な事例を調べ、まとめさせる等の課題を出し、確認する。

（１）イ ①社会集団の中で生きる私たち 1

②効率と公正 1

3 ③決まりを作る目的と方法 1

④決まりの評価と見直し 1

4時間 この章の学習を確認しよう 家庭 ・学習内容を整理させる等の課題を出し、確認する。

（３）ア ちがいのちがい

①人権の歴史

4 ②立憲主義と日本国憲法 1

③国民主権と天皇の地位 1

4時間 ④日本の平和主義 1

5 ①基本的人権と個人の尊重

②平等権―共生社会を目指して

［深めよう］共生社会と私たち 家庭 ・人権作文を読み、感想を書く等の課題を出し、確認する。

③自由権―自由に生きる権利 1

6 ④社会権―豊かに生きる権利 1

⑤人権保障を確かなものに

6時間 ⑥「公共の福祉」と国民の義務

7 ①新しい人権①　産業や科学技術の発展と人権

②新しい人権②　情報化の進展と人権

③グローバル社会と人権 1

［深めよう］アイヌ民族と先住民族の権利 家庭 ・「深めよう」は、資料として読む等の課題を出し、確認する。

ちがいのちがいを追究しよう 1 ・論題をつくり、ディベート等を行う。（※３密を考慮）

3時間 この章の学習を確認しよう 家庭 ・学習内容を整理させる等の課題を出し、確認する。

8 （３）イ だれを市長に選ぶべき？ 

①民主主義と政治

②政治参加と選挙 1 ・選挙の基本原則、選挙制度、選挙の課題等を必ず扱う。

③政党と政治 1

4時間 ④マスメディアと世論 1

9 ①国会の地位と仕組み 2

②国会の働き 1

③行政の仕組みと内閣 1

10 ④行政の役割と行政改革 1

⑤裁判所の仕組みと働き 1

⑥裁判の種類と人権

⑦裁判員制度と司法制度改革

11 ［公民にチャレンジ］模擬裁判をやってみよう 1 ・法教育関係者の協力を得て、実施する。（※３密を考慮）

9時間 ⑧三権の抑制と均衡 1

①私たちの生活と地方自治 

②地方自治の仕組み

③地方財政の仕組みと課題

12 ④住民参加の拡大と私たち

［公民にチャレンジ］私たちの政治参加

［深めよう］東日本大震災からの復興と防災
　―仙台市を例に考える

X市の市長選挙に立候補しよう 1 ・模擬選挙は、主権者教育の観点から設定する。（※３密を考慮）

4時間 この章の学習を確認しよう 家庭 ・学習内容を整理させる等の課題を出し、確認する。

第２章　個人の尊厳と日本国憲法

第３章　現代の民主政治と社会

・人権の考え方がどのように発展してきたかについて、歴史的分野
の学習内容と関連付け、考えさせる。

１．人権と日本国憲法

２．人権と共生社会

３．これからの人権保障

1

1
・④の学習を中心に実施し、「私たちの政治参加」「東日本大震災
からの復興と防災」は、資料として読む等の課題を出し、確認す
る。

1
・裁判の種類や手続き、司法制度改革、裁判員制度のあらまし、
法曹三者の役割を扱う。

2
・国の政治の仕組みと比較しながら、地方議会の制定する条例と、
二元代表制の仕組みについて、必ず扱う。

３．地方自治と私たち

１．現代の民主政治

令和２年度　年間指導計画を見直す際の参考資料

 70時間（70％）

1

中学校　公民的分野　「教科（東京書籍）」

1
・グローバル化、情報化、少子高齢化が、互いに関連し合いなが
ら、政治、経済、国際関係に影響を与えていることを理解させる。
・日常の社会生活と関わりの深い具体的事例を取り上げる。

第１章　現代社会と私たちの生活

・「文化の継承と創造の意義」においては、我が国の伝統と文化を
扱う。

1

１．現代社会の特色と
　  私たち

２．私たちの生活と文化

３．現代社会の
　  見方や考え方

２．国の政治の仕組み

2 ・②は通常２時間扱いのため、①を約４分の１時間で扱うとよい。

1
・「だれを市長に選ぶべき？」は、政治への関心を持たせるため、
授業の前に効率と公正の観点に基づき、家庭で読ませてくる。

2
・参政権や請求権、日本国憲法における公共の福祉の考え方や
国民の義務は必ず扱う。

1
・環境権や自己決定権、知る権利やプライバシーの権利などを必
ず扱う。



コンビニエンスストアの経営者になってみよう

①私たちの消費生活

13 ②契約と消費生活 1

③消費者の権利を守るために 1

4時間 ④消費生活を支える流通 1

（２）ア ①資本主義経済と企業 1

14 ②株式会社の仕組みと企業の社会的責任 1

③労働の意義と労働者の権利

3時間 ④働きやすい職場を築くために

①市場経済の仕組み

②価格の働き

15 ③貨幣の役割と金融 1

④私たちの生活と金融機関 1

4時間 ⑤景気と金融政策 1

（２）イ ①私たちの生活と財政 1

16 ②政府の役割と財政の課題 1

③社会保障の仕組み

3時間 ④少子高齢化と財政

①公害の防止と環境の保全 1

17 ②グローバル化する日本経済 1

③豊かさと経済 1

［深めよう］公害のない社会へ－水俣市を例に考える

［深めよう］　貿易の自由化と日本

コンビニエンスストアのお弁当を企画しよう － 削減（時数を見計らい実施）

3時間 この章の学習を確認しよう 家庭 ・学習内容を整理させる等の課題を出し、確認する。

（４）ア バター戦争

①国際社会における国家

18 ②国際連合の仕組みと役割 1

③地域主義の動き 1

4時間 ④新興国の台頭と経済格差 1

①地球環境問題－持続可能な社会の実現 1

19 ②資源・エネルギー問題－限りある資源と環境への配慮 1

［深めよう］日本のエネルギー政策のこれから 家庭 ・「深めよう」は、資料として読む等の課題を出し、確認する。

③貧困問題　公正な社会を創る 1 ・短縮実施するが、内容は多くないため、１時間で扱う。

④新しい戦争　平和な世界に向けて 1

4時間 ［深めよう］パレスチナ問題と中東和平 家庭 ・資料として読む等の課題を出し、確認する。

20 ①文化の多様性の尊重 1

②日本の外交の現状と課題

［公民にアクセス］日本の領土をめぐる問題の現状

③世界とつながる日本

④世界の平和のために

アニマル大陸の危機を救おう 家庭 ・「深めよう」は、資料として読む等の課題を出し、確認する。

3時間 この章の学習を確認しよう 家庭 ・学習内容を整理させる等の課題を出し、確認する。

21

（４）イ 中学社会の総まとめ　課題を探究する活動

3時間 　探究活動やレポートの作成

※時間数の精選方法（例）　　
○小学校社会科とのつながりを意識し、教育課程の見直しを図る。

○教科書に掲載されている「深めよう」「この章の学習を確認しよう」は、家庭学習の時間に位置付ける。

第４章　私たちの暮らしと経済

第５章　地球社会と私たち

終章　より良い社会を目指して

３．これからの
　  地球社会と日本

５．これからの経済と社会

２．さまざまな国際問題

（２）
ア・イ

1
・社会保障の充実と財政を支える経済発展の両側面から社会保障
制度を考えさせる。

1
・「コンビニエンスストアの経営者になってみよう」は、経済に対する
関心を高めるため、授業の前に経営者と消費者の立場を踏まえ、
家庭で読ませる。

1
・労働三法の他、多様化する労働の在り方、増加する非正規労働
者、外国人労働者についても扱う。

1
・我が国の役割では自衛隊、戦争の防止では核兵器の脅威につ
いて扱う。

家庭 ・「深めよう」は、資料として読む等の課題を出し、確認する。

1
・「バター戦争」は、国際社会の問題に対する関心を高めるため、
授業の前に、戦争や紛争の原因や影響、解決策の視点のもと、家
庭で読ませる。

1
・我が国の領土、国家主権に関する事項については、新学習指導
要領の規定に基づき扱う。

・より良い社会の構築のための課題解決に向けた自分の考えの過
程や結果を、レポート等にまとめさせ、説明、論述させる。なお、ま
とめる際には、家庭での学習時間を有効活用する。

　小学校６年生の社会科においては、国会や地方自治の政治、国際社会に関する問題の学習を扱うため、中学校の生徒がその内容をイ
メージしやすいという実態がある。そこで、短縮実施する場合は、（３）ア・イ、（４）ア（新：Ｃ（１）（２）、Ｄ（１））が、比較
的しやすいと考えられる。ただし、（２）ア・イ（新：Ｂ（１）（２））の「私たちと経済」に関する事項ついては、従来の生徒の実態
からも、丁寧に扱い、基礎的・基本的な知識及び技能を習得することができるよう、時間を確保することが求められる。

　各学校の授業では、基礎的・基本的な知識及び技能の習得に重点を置き、教科書に掲載されている「深めよう」「この章の学習を確認
しよう」については、基本的に家庭学習の時間に充てることが考えられる。また、生徒にレポート等の提出を求める場合は、自分の考え
を論述することを意識させるようにしたい。なお、特に公民的分野においては、他者と議論することを通して、多面的・多角的な考えに
触れることが大切とされていることからも、各学校の教育課程上の時数に余裕がある場合は、これらの活動を積極的に指導計画の中で位
置付けていきたい。

3

３．価格の働きと金融

２．生産と労働

１．消費生活と経済

４．政府の役割と
　  国民の福祉

1
・市場経済の基本的な考えについて、消費者の立場からの視点も
持たせる。

１．国際社会の仕組み


